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く、また、たまに優勝すれば、そ
のときの高揚感が忘れられずに、
次第にスケートにのめり込んでいき
ました。とはいえ、中学校、高校
ではまずまずの成績は残したものの、
なかなか一番になることができず、
くすぶっていました。そんな私を大
きく変えたのが、実業団への入部
でした。

　私の当時の成績は、良くてイン
ターハイ4位といったレベル。このま
までは大学や実業団からは声がか
からないのではと思っていた矢先の
ことでした。スピードスケートの名
門・富士急行から声がかかったの
です。富士急行といえば、あの橋
本聖子さんが所属する実業団。ほ
かにもたくさんのオリンピック候補
選手が所属する超名門チームです。
　話をいただいたとき、最初はびっ
くりしましたし、周囲からはレベル
が違いすぎてついていけないからや
めたほうがいいと言われました。でも、
私にとっては、なかなか勝てない自
分を変える大きなチャンスです。こ
こで逃げずにチャレンジすればもっ
と強くなれるのではと考え、勇気を

　早いもので長野オリンピックから
今年でちょうど20年になります。私
にとって長野県は、オリンピックで
初めてメダルを獲得した思い出の地
です。そこで今回は、私のこれまで
のスケート人生を振り返りながら
「どこまでも挑戦」をテーマにお話
しさせていただきます。
　私は、北海道斜里郡清里町とい
う人口わずか5,000人ほどの小さな
町で、3人兄妹の末っ子として生ま
れました。そこは、冬場になるとマ
イナス20～25度になる雪深い所です。
そんな極寒の環境の中で、自由奔
放にすくすくと育ちました。
　スピードスケートは小学校3年の
ときに始めたのですが、近くにス
キー場もなく、冬にできるスポーツ
としてはスピードスケートしかな
かったこともあり、小学校の校庭に
水を撒いて作った天然のリンクで毎
日のように滑っていました。これが
私のスケート人生の原点です。
　最初のうちは、特にスピードス
ケートが好きだったわけではありま
せん。しかし、根が負けず嫌いな
私は、出場した大会で負けると悔し

出して挑戦することに決めました。
　確かに、富士急行でのトレーニン
グは苛酷でした。練習場のある富
士吉田市は海抜700Mの高所にあっ
て、しかも湿度が高いため、少し
動いただけで息苦しくなります。し
かも、橋本聖子さんらトップ選手の
練習量は半端ではありません。苦し
くて泣いてしまう毎日でしたが、な
んとか頑張って喰らいついていくう
ちに、少しずつ実力が付いてきて、
入社3年目でようやく世界選手権の
メンバーに選出。諦めずに続けてき
たことで、ようやくオリンピックへの
道が見えてきました。

　初めて出場した1994年のリレハン
メルオリンピックでは、無我夢中で
全力を尽くした結果、順位こそ14位
でしたが、当時の自己ベストを更新
する滑りができて、初めてにしては
上出来だったと思います。
　このときに印象に残ったのが橋
本聖子さんです。日本女子スピード
スケート界を牽引してこられた大先
輩でもあり、憧れの人でもある橋本
さんと一緒にオリンピックに出場で
きたことは、かけがえのない経験で
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講演録した。この大会が橋本さんにとって
最後のスケートレースとなったので
すが、その滑りを見て、若い自分た
ちにバトンを渡していただいた気が
して、これからは自分たちが引っ
張っていくんだという強い自覚と責
任感が芽生えました。
　そんな「やってやるぞ」という強
い気持ちで望んだ1998年の長野オ
リンピックでは、女子500Mで念願
のメダルを獲得。地元開催で注目
度も高く、女子短距離では初のメダ
ルだったので、周囲は想像以上に
喜んでくれました。しかし、私自身
は、銅ではなく金メダルを目指して
いたので結果に満足できず、「まだま
だ成長できるのでは」という気持ち
でした。
　というのも、大会の約1年前に導
入された新しいスケート靴（スラッ
プスケート）に慣れるのに苦労した
からです。このとき金メダルを獲っ
たルメイ・ドーン選手とは何度も対
戦し、負けたことがありませんでし
た。それが、スラップスケートに
なったとたんに急にタイムを伸ばし
てきたのです。「自分ももっとスラッ
プスケートを滑りこなせていれば」
という悔いが残り、「次回こそは」と
挑戦する気持ちになったのです。

　長野オリンピックが終わり、2002
年開催のソルトレークシティオリン
ピックに向けてトレーニングを続け
ていた私は、2000年に椎間板ヘル
ニアという大きな怪我に見舞われま
した。すでに年齢も30歳を超え、
それまでの疲労が少しずつ蓄積し
ていたのだと思います。
　そこで大きな決断を迫られました。
腰の痛みをなくすには手術が必要
でしたが、手術をして復活した選
手は過去にいなかったのです。こ
のとき、すでにオリンピックにも2回
出場し、メダルも獲ったし、引退と

いう選択肢もあったと思います。で
も自分としては「まだやれる」とい
う気持ちのほうが強かった。大い
に悩みましたが、思い切って手術を
決断しました。
　大会まではあと2年、手術後は時
間との戦いでした。すぐに退院して、
トレーニングとリハビリを平行して行
い、オリンピックの最終選考会にぎ
りぎり間に合い、なんとか出場選手
に選ばれました。本番のソルトレー
クシティではメダルは逃しましたが、
怪我を乗り越え、500Mで当時の日
本記録を出すことができました。
　その後も、オリンピックへの挑戦
は続きます。2006年開催のトリノオ
リンピックでは、日本選手団の主将
に選ばれ、500Mでは4位入賞を果
たしましたが、あと一歩でメダル
だっただけに悔しさの残る大会とな
りました。その悔しさをバネに、5
大会目となる2010年のバンクーバー
オリンピックにも出場。成績こそふ
るわなかったものの、開会式では
旗手を務めさせていただきました。

　2007年に結婚した私は、2010年
に子供を出産しました。しかし、こ
れで岡崎も引退するだろうという周
囲の予想をよそに、私自身は出産後
も2014年開催のソチオリンピックを
目指すと決めていました。「子供を生

んでママさんになっても挑戦でき
る」ことを証明したかったからです。
　出産後は、子育てとトレーニング
の両立に苦労する日々が続きました。
精一杯頑張りましたが、結果として
選考会で落ち、残念ながらソチへ
の出場はかないませんでした。しか
し、これ以降少しずつ増えていった
「ママさんアスリート」の先駆けとな
れたのではないかと思います。
　こうして私は、2013年についに現
役選手を引退しましたが、それで
挑戦が終わったというわけではあり
ません。現在は、主にスピードス
ケート普及のための講演活動などを
行っていますが、私にとってはそう
した活動も初めての経験ですし、
娘は現在小学2年生ですが、日々
の子育ても、試行錯誤を繰り返す
毎日です。まさに「どこまでも挑戦」
の毎日を過ごしています。
　私は、よく皆さんに「どうしてそこ
まで長く挑戦を続けることができる
のですか」と聞かれるのですが、
スケートはもちろん、どんなことで
も「まだまだ成長する余地がある」
と感じているからです。逆に、どん
なことでも自分で勝手に限界をつ
くって諦めてしまえば、そこで成長
はストップしてしまいます。ですから、
常に自分自身でやりたいことや目標
を見つけて、それに向かって果敢
に挑戦し続けることが、人生にとっ
て何よりも大切だと思います。
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